
はだの議会だより 平成29年（2017年）8月13日（日）  第225号〘2〙

対　象　施　設

問　
新
た
に
結
成
さ
れ
た
福
祉
団
体
な

ど
が
使
用
す
る
際
の
減
免
の
取
り
扱
い

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
団
体
使
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
の

団
体
登
録
に
よ
り
活
動
内
容
を
把
握
し

て
い
る
が
、
使
用
す
る
際
に
は
、
申
請

書
に
具
体
的
な
活
動
を
記
載
す
る
た
め
、

そ
れ
が
減
免
の
基
準
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
判
断
す
る
。

要
望　
減
免
基
準
に
該
当
す
る
団
体
か

ら
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
判
断

し
、
活
動
の
機
会
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

要
望　
公
民
館
を
使
用
し
て
多
額
の
会

費
を
徴
収
す
る
団
体
な
ど
に
十
分
注
意

し
て
も
ら
い
た
い
。

問　
公
民
館
は
生
涯
学
習
の
場
で
あ
り
、

社
会
教
育
法
に
基
づ
い
た
施
設
で
あ
る
。

値
上
げ
を
す
れ
ば
利
用
率
が
下
が
り
、

社
会
教
育
法
の
理
念
が
果
た
せ
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
、
超

高
齢
社
会
の
中
で
、
公
民
館
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
貸
館
の
利
用
者
に

は
応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
原
則
の
中
で
、
他
の
公
共
施
設
と
同

じ
位
置
づ
け
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

問　
使
用
料
改
定
に
よ
り
、
年
間
約
７ 

千
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

こ
の
改
定
案
は
引
き
上
げ
幅
を
抑
え
る

こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
で
70
歳
以

上
の
無
料
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

当
初
の
見
込
み
よ
り
も
歳
入
が
減
る
こ

と
に
な
る
。
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を

進
め
て
い
く
上
で
、
こ
の
改
定
案
で
歳

入
不
足
を
解
消
で
き
る
の
か
。

答　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、
平

成
62
年
ま
で
に
ハ
コ
モ
ノ
の
維
持
管
理

や
運
営
に
必
要
な
費
用
は
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
る
税
収
減
か
ら
、

１
２
６
億
円
不
足
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
今
回
の
使
用
料
改
定
の
効
果
が
62

年
ま
で
続
く
と
し
て
も
、
総
額
は
約
23 

億
円
で
あ
り
、
歳
入
不
足
は
解
消
で
き

な
い
。
さ
ら
な
る
歳
入
確
保
、
歳
出
削

減
策
を
総
合
的
に
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
で
き
る
だ
け
良
好
な

状
態
で
公
共
施
設
を
次
の
世
代
に
引
き

継
げ
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
市
民
に
負
担
を
求
め
る
前
に
法
令
遵

守
や
低
未
利
用
地
の
売
却
な
ど
、
歳
入

確
保
の
努
力
を
進
め
る
こ
と
を
優
先
す

べ
き
で
あ
る
た
め
、
認
め
ら
れ
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
次
の
世
代
へ
重
い
負
担
を
引
き
継
が

な
い
よ
う
努
力
す
る
の
は
我
々
の
責
任

で
あ
り
、
そ
の
中
で
高
齢
者
の
負
担
軽

減
策
を
明
記
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

常
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
か
、
謙
虚
な

姿
勢
で
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
32
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

消
防
署
本
署
配
置
の
は
し
ご
付
消
防

自
動
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、
よ
り
高
性

能
な
車
両
を
購
入
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
主
な
質
疑

問　
今
回
購
入
す
る
30
㍍
級
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
は
、
前
回
購
入
し
た
金
額

と
比
較
す
る
と
約
１
億
円
増
額
し
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
は
し
ご
の
先
端
に
固
定
す
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
カ
メ
ラ
と
放
水
銃
を
備
え
て

お
り
、
火
災
時
に
出
火
室
内
の
状
況
を

カ
メ
ラ
の
映
像
で
確
認
し
な
が
ら
消
火

活
動
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
誤
操
作
に
よ
る
人
為
的
な
事
故
を

防
止
す
る
た
め
の
安
全
装
置
を
備
え
て

い
る
な
ど
、
高
性
能
で
安
全
性
の
高
い

車
両
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
製
造
に
係

る
人
件
費
や
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
も

要
因
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
出
動
実
績

は
24
年
間
で
３
回
し
か
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
人
の
命
に
関
わ
る
設
備
、

機
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
高
く
て
も
購
入

議
案
第
36
号　
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
37
号　
市
道
の
変
更
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

環
境
創
出
行
為
な
ど
に
よ
り
移
管
さ

れ
た
道
路
を
市
道
に
認
定
す
る
と
と
も

に
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
市
道

の
終
点
と
区
域
を
変
更
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
緊
急
車
両
な
ど
が
進
入
で
き
な
い

議
案
第
29
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
29
年
５
月
18
日
に
仮
契
約
し
た

お
お
ね
公
園
多
目
的
広
場
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　

本
工
事
は
、
お
お
ね
公
園
多
目
的
広

場
を
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ラ
グ

ビ
ー
が
で
き
る
よ
う
人
工
芝
で
舗
装
す

る
と
と
も
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る

よ
う
一
部
に
ク
レ
ー
舗
装
を
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
主
な
質
疑

問　
お
お
ね
公
園
は
、
も
と
も
と
水
の

は
け
口
が
な
く
、
ア
シ
な
ど
が
堆
積
し

す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

な
ど
の
生
活
上
支
障
が
あ
る
道
路
を
、

市
道
３
４
９
号
線
に
区
域
変
更
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
と
地

元
住
民
へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

答　
幅
員
４
㍍
に
満
た
な
い
個
人
が
所

有
す
る
道
路
用
地
な
ど
に
住
宅
が
建
ち

並
ん
で
い
る
た
め
、
建
物
の
建
て
替
え

な
ど
の
際
に
後
退
を
し
て
も
ら
い
、
幅

員
４
㍍
以
上
が
確
保
で
き
た
時
点
で
買

収
し
、
整
備
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

建
て
替
え
支
援
な
ど
に
係
る
補
助
制
度

の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
市
道
認
定
に
よ
り
新
た
な
路
線
番

号
が
振
ら
れ
る
が
、
路
線
番
号
に
統
一

性
が
な
い
箇
所
も
あ
り
、
非
常
に
わ
か

り
に
く
い
。
路
線
番
号
の
振
り
直
し
に

つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
１
級
・
２
級
市
道
は
現
行
の
ま
ま

と
し
、
そ
れ
以
外
の
一
般
市
道
は
、
市

民
な
ど
に
も
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
、

振
り
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
区
域
変
更
す
る
市
道
３
４
９
号
線
は

幅
員
約
１
・
２
㍍
の
狭
い
道
路
で
あ
り
、

幅
員
４
㍍
以
上
の
認
定
基
準
に
達
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

議
案
第
36
号

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
37
号

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

た
土
壌
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
多

目
的
広
場
を
再
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

土
壌
改
良
の
必
要
性
は
ど
う
か
。

答　
実
施
設
計
に
先
立
ち
積
載
状
態
の

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
走
行
試
験
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
に
用
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
求

め
ら
れ
る
地
盤
の
強
度
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
雨

水
を
速
や
か
に
排
出
す
る
た
め
、
多
目

的
広
場
全
体
の
表
面
勾
配
を
適
切
な
状

態
に
整
備
し
、
多
目
的
広
場
に
設
置
さ

れ
た
全
て
の
排
水
側
溝
の
高
さ
を
調
整

す
る
予
定
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

高
性
能
の
機
能
を
備
え
た

30
㍍
級
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
を
購
入

対
象
路
線
を
現
地
調
査
し

市
道
を
認
定
・
変
更
す
る
議
案
を
可
決

お
お
ね
公
園
多
目
的
広
場
を

サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
利
用
で
き
る
人
工
芝
へ

（
議
案
審
議
は

１
面
・
７
面
に
も
掲
載
）

議
案
審
議

議
案
第
26
号　
秦
野
市
公
共
施
設
使
用

料
の
適
正
化
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の
適
正

化
に
関
す
る
方
針
を
定
め
て
か
ら
約
２

年
半
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
市
民
周
知
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
共
施
設
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
地
区
別

市
政
懇
談
会
、
各
種
会
議
で
説
明
し
て
、

見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
た
。
ま
た
、
広
報
は
だ
の
に
合
計
９

回
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各
公

共
施
設
へ
改
定
案
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

す
る
な
ど
、
周
知
に
努
め
た
。

問　
こ
れ
ま
で
提
出
さ
れ
た
公
共
施
設

使
用
料
を
現
行
ど
お
り
維
持
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
は
、
本
市
の
財
政
が
健

全
で
あ
る
と
自
ら
認
め
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
、
使
用
料
の
見
直
し
が
必
要
な

い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
が
、
こ
の
健
全

財
政
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
27
年
度
決
算
の
財
政
の
健
全

化
を
示
す
４
つ
の
指
標
で
は
、
本
市
は

健
全
財
政
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

財
政
力
指
数
や
市
民
１
人
あ
た
り
の
市

税
負
担
額
が
、
県
内
他
市
と
比
較
す
る

と
下
位
に
位
置
し
、
財
源
に
余
裕
が
な

い
状
況
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後
も
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

的
確
な
財
政
見
通
し
の
も
と
、
財
政
の

悪
化
を
招
く
前
に
先
手
を
打
つ
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

議
案
第
30
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

平
成
29
年
５
月
23
日
に
仮
契
約
し
た

鶴
巻
温
泉
駅
南
口
周
辺
県
道
立
体
横
断

施
設
（
昇
降
機
）
整
備
工
事
に
つ
い
て

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　

本
工
事
は
、
現
在
施
工
中
の
鶴
巻
温

泉
駅
南
口
周
辺
県
道
立
体
横
断
施
設
の

東
側
と
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
と
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
１
基
ず

つ
設
置
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
主
な
質
疑

問　
歩
行
者
の
移
動
な
ど
の
円
滑
化
や

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
年
間
の
維
持
費
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
管
理
し
て
い
る
駅
前
広
場

の
保
守
点
検
費
用
と
電
気
料
金
を
例
に

試
算
を
す
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基

あ
た
り
年
間
約
60
万
円
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
１
基
あ
た
り
年
間
約
３
０
０
万
円

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
２
基
設
置
す
る
こ

と
か
ら
、
年
間
約
７
２
０
万
円
の
維
持

費
と
な
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

鶴
巻
温
泉
駅
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め

エ
レ
ベ
ー
タ
ー・エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
へ

公民館（11館）
図書館（視聴覚室）
文化会館
宮永岳彦記念美術館

（市民ギャラリー）
表丹沢野外活動センター
サンライフ鶴巻
保健福祉センター
広畑ふれあいプラザ
末広ふれあいセンター
曲松児童センター
中野健康センター
ほうらい会館
里山ふれあいセンター
立野緑地庭球場
カルチャーパーク（陸上競技場、
水泳プール、野球場、庭球場、
管理棟［集会室］、総合体育館）
おおね公園（庭球場、
多目的広場、温水プール）

はしご付消防自動車からの放水の様子
（写真は消防出初式）

人工芝へ生まれ変わる多目的広場現地調査の様子

エレベーターなどにより利便性の向上を
（イラストは鶴巻温泉駅南口駅前広場完成予想図）


